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人と人をつなぐ小さな挑戦
高齢化が進み、地域のつながりが希薄になるこの時代。松江市
での「小さな挑戦」を通して、失われつつある人と人との温か
いつながりを取り戻したい。



これから私たちが直面する課題

買い物という日常の営みが失われると、
地域の「会話」も「つながり」も静かに消えていきます 。

◆高齢者の孤独化 
地域のつながりが薄れ
ることで、多くの高齢
者が孤独を感じていま
す 。
特に一人暮らしの方々
にとって、日々の人と
の交流は生きがいにつ
ながります

◆地域との関わりの
減少 
核家族化や価値観の多
様化により、地域コミ
ュニティへの参加が減
少。世代間の交流機会
も限られています 。

◆買い物機会の喪
失 
地方では商店の減少に
より、高齢者の「買い
物難民」問題が深刻
化。買い物は単なる物
の取引ではなく、人と
のつながりを生む大切
な機会です 。



移動スーパーげんき号の活動実績
活動エリア
持田地区、本庄地区、島根
町、淞北台などの松江市内の
複数地域

取扱商品
肉以外の食品、日用品など約
300種類

スタンプカード
・1,000円の購入ごとにスタ
ンプ1つ
・20個（1枚）貯まると「1時
間奉仕活動券」になる

7万～9万円

60人～70人

17、18ヵ所

1日の売上

1日のお客さん

1日の訪問箇所



活動を始めたきっかけ

「買い物ができなくて困って
いる」
知り合いのおばあちゃんの一
言で始まりました。

地域に、何が本当に必要とさ
れているのかを知るために移
動スーパーの活動を始めまし
た。スタンプカードは、見え
ない困りごとを見つけるため
の手段の1つです。



お客さんとのエピソード

高齢化が進み、地域のつながりが希薄になるこの時代。松江市
での「小さな挑戦」を通して、失われつつある人と人との温か
いつながりを取り戻したい。

◆「ちょっとだけが助かる」 
野菜のバラうりが好評。一人暮らしだ
と大量に消費できないため、少量販売
が喜ばれています。 

◆地域の伝言板に 
「今日は〇〇さん来られんね」という
会話から自然な見守りの場になってい
ます

◆助け合いの循環 
スタンプカードを通じて、草刈りをし
たり、スマホの使い方を教えたり、逆
に何か教えてもらったりする関係に

◆私自身の変化 
自分の家族や地域について深く考えるよ
うになりました。80、90代の方の会話
から昔の知恵や情報を学べました



お客さんとのエピソード

① ②



お客さんとのエピソード

③ ④

⑤



地域・団体との連携

この活動の中では、地域の事業者様のお客様を奪うのではな
く、それぞれの価値を拡張し合う関係を目指しています 。

社会福祉法人みずうみ　さん 
リホープストア（淞北台）での販売 

シンクユー　さん 
靴下の委託販売による協力 

わたなべ青果店　さん 
地元野菜の仕入れで協力 

パンェブール　さん 
人気のヨーグルトパンなどを販売 

持田地区に住む島根大学の学生



持田地区での学生シェアハウス



これからのビジョン

販売エリア、営業日の拡大

• 2026年中に2台目の販売車の導入

•松江市内全土に販売エリアを拡大

•デジタルサイネージを使った街の情報発信

•高齢者だけでなく幅広い世代が集まる仕組
みづくり



目指す未来の社会像

げんき号が目指すのは、買い物を通して元気になってもらうこと

高齢者の外出促進 食料アクセスの改善

世代間交流の促進若者の地域参画



ご協力のお願い
販売場所の提供

「販売場所としていいかも」や
自宅の空きスペースを提供して
もいいという方は、ぜひご連絡
ください。販売に来て欲しいと
いう地域の方のご連絡もお待ち
してます。

地域の事業者様

商品や特産品を売ってほし
い、地域に向けて情報発信や
広報を行いたい、販売してほ
しい、そんな事業者様や団体
様、ぜひご連絡ください。

声かけ活動の担い手

地域の困りごとや販売して欲しい場所を一緒に調べてくださる方
も、ぜひご連絡ください。



まちづくりへのメッセージ

これは若者や働く世代にとっても重要な
ことです。

「世代間の価値観を尊重しあいながら、
誰もが関われる仕組み」 が必要です

「近くに買い物できる場所がある」それ
だけで、高齢者の生活に安心が生まれま
す 。



私は今、小さな挑戦を通して、未来の実験をしていきます
この挑戦に、一緒に関わってくださる方を心からお待ちしています 


